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研究成果の概要（和文）：高度IT人材の活躍、成長過程などと、その人材像の持つスキルの育成に関連する授業や課外
活動の関係を、共通キャリアスキルフレームワークというIT分野の標準化知識体系に基づいて収納した知識ベースシス
テムを、ITpost(IT Professionals Guidepost)と名付けて開発した。情報系学生に公開し感想を回収したところ、過半
数の学生から将来目標の設定や履修科目の選択に役立つという評価を得た。また、ITPostの将来的な普及に必要となる
、対話型演習支援機能、行動特性評価方法および知識ベース構築技術に関して試作評価を行った。

研究成果の概要（英文）：A knowledge base system named ITPost(IT Professionals Guidepost), includes the kno
wledge of the activities and success stories of IT professionals, the knowledge of the subjects and extrac
urricular activities in Shizuoka University, and these relations based on CCSF(Common Career Skill Framewo
rk), is developed and tried using by students. A majority of the students says ITPost is useful for settin
g of the target in the future of themselves, and the choice of the elective subjects. As related themes to
 spread of the use of ITPost, interactive assistant tools for the practical subjects, assessment methods o
f IT competencies, and technologies for knowledge base building and searching, are researched on.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) 今日の企業・組織においては、競争力の
高い業務を実現するために情報システムの
高度化が不可欠であり、そのためには、業務
知識と情報技術を組み合わせてシステムを
設計するスキルを持つ、コンサルタントや IT
アーキテクトなどの高度 IT 人材の育成が強
く求められている。ところが、現状では、情
報系の大学生が実際の高度 IT 人材の活動や
スキルアップの過程について知る機会が少
ない。そこで、学習の候補となる項目の範囲
が非常に広いにも関わらず、目標を持ち、自
主的、計画的に勉学を進めることが容易では
ない。 
 
(2) 従来から講義科目と講義間の関係情報を
含むデータベースや学生の履修支援システ
ムが開発されているが、どういう人材を目指
すかという目標設定や、その人材となるため
の学習方法についての情報が十分提供され
ていなかった。 
 
(3) 研究代表者は、会計システムの研究開発
を通して、知識ベースを用いることによって
対象領域の知識を有しない利用者が専門家
の知識を活用することが可能なことを検証
してきた。また情報システム戦略に関する研
究とコンサルティングに関する豊富な経験
を有しており、また高度 IT 人材の標準モデ
ルである IT スキル標準（V3, 2008）の定義
と普及を、プロフェッショナル・コミュニテ
ィ委員(IT アーキテクト職種およびコンサル
タント職種)という立場で推進してきた。ま
た静岡大学情報学部のカリキュラム改訂に
携わり、授業科目と高度 IT 人材のスキル
との関係について理解を深めていた。 
 
２．研究の目的 
(1) 高度 IT 人材の職種・人物像、職種に求め
られるスキル、およびスキル獲得に関係の深
い授業や課外活動などを知識ベース（IT スキ
ル知識ベース）として実現する。それを用い
て学生が自分の目指すべき人材像と履修す
べき授業等を検索する機能を開発し、情報系
学生に公開して利用の効果と問題点を分析
する。 
 
(2) 上記の IT スキル知識ベースをもとにし
て、関連する学習支援機能や実現技術の検証
を行う。たとえば、IT 演習科目の学習項目や
成果物に関する情報共有、学習項目として IT
知識だけでなくコンピテンシ（問題解決に汎
用的な行動特性）項目の拡張、あるいは知識
ベース問合せの高速化技術や知識ベース構
築の効率化技術を開発する。 
 
３．研究の方法 
(1) 静岡大学情報学部ほかのカリキュラム
についてシラバス情報や受講学生へのアン
ケートをもとに科目内容と科目関係を定義

する。さらにこれらと IT 人材像の紹介記事
や卒業生からのメッセージなどを収集・編集
したものと ITスキルに関する関係を、IPA（情
報処理推進機構）が提唱している共通キャリ
アスキルフレーム(CCSF)に基づいて定義す
る。 
 
(2) 静岡大学情報学部 IS プログラムの 2 年
生に対して、ITスキル知識ベースと、その上
に開発された検索機能および情報共有のた
めの SNS機能を段階的に公開して感想を収集
し、効果と問題点を分析する。 
 
(3) ITスキル知識ベースへの適用を念頭にし
て、管理項目の拡張、関連する学習支援機能
やデータベース技術を開発し、それぞれ評価
を行う。 
 
４．研究成果 
(1) 高度 IT 人材に関する Web 記事（当初は
約 100件、現在は約 400件）を収集し、職種、
業務内容・やりがい、仕事への姿勢、経歴・
転機などを分析した。そのデータに、その記
事に対する学生の感想を加えて、WIKIとして
再構成し（IT人材像 WIKI）、静岡大学情報学
部２年生に公開した。学生への公開に際して
は、Web マーケティング過程モデルの一つで
ある AISAS(注意～関心～検索～購買～共有)
を導入し、段階的に購読者を増大させるよう
に運用した。感想を収集し分析した結果、学
生たちの人材目標に対する関心は全般に高
く、かつ関連する人材像を検索することによ
って意識が変化していくことが観察された。
（第 119 回コンピュータと教育研究会） 
 
(2) 静岡大学情報学部のモデリングおよび
プロジェクトマネジメントの２つの演習科
目を例として、演習成果とそれらへの評価情
報あるいは学習項目の解説情報を共有する
システム（モデリング演習支援ツール、プロ
ジェクトマネジメント学習ツール）を構築し、
授業での利用を行なった。感想を収集し分析
した結果、学生間での情報共有や意見交換が
進むと学習項目への理解が深まる傾向があ
ることが観察された。しかし、学生間での意
見交換にまで至るケースは少数に留まって
おり、ランキングなど意見交換を促進する機
能の強化が必要であることがわかった。（第
113 回コンピュータと教育研究会、プロジェ
クトマネジメント学会 2012 年度大会） 
 
(3) IT人材のスキルとスキルを得るために必
要な知識項目を対応付けたモデルとして、
CCSFを調査した。また、静岡大学情報学部IS
プログラムにおける授業科目で学ぶことがで
きる知識項目を、シラバスと実際に受講した
学生へのアンケート調査に基づき調査した。
これに、先に作成したIT人材像WIKIを加えて、
目標人材－スキル－知識－授業科目の関係を、
IPAとの連携のもとに知識ベース化した。また



IT人材像WIKIにおける学生の対話の傾向を参
考にして、関心のある人材像や製品から受け
るべき授業、これまで受講した授業群から関
連深い人材像、あるいはこれまで習得した知
識項目から目標としやすい職種など、多様な
ITスキル検索方式を開発した。これらの知識
ベース検索方法と学生間の情報交換のための
SNSであるITPost (IT Professionals 
Guidepost)を開発し、静岡大学情報学部ISプ
ログラム2年生（約70名）に公開した。ITPost
では、マイページ機能を設けて、個々の学生
における目標人材－スキル－知識－授業科目
の関係を視覚化した。また、インターンシッ
プ体験に関して上級生の体験談を取材し、そ
れに基づいて記事を作成し、卒業した先輩た
ちの現在の仕事や後輩へのアドバイスについ
ても記事を集め、学生における目標人材像調
査の活動を支援するようにした。約1か月の利
用状況を分析したところ、多くの学生が人材
－スキル－知識－授業科目の関係に興味を持
って繰り返しアクセスしているが、マイペー
ジを利用した自己分析に至っているケースは
まだ少ないことなどが明らかになった。（第
119回コンピュータと教育研究会、2件） 
 
(4) 知識ベースを用いて授業科目を選択した
場合には、さらに学習対象に関する知識ベー
スに基づいて学習を行うことができれば、他
の授業科目での学習との連携を強化して、よ
り効率的で網羅的な学習が期待できる。そこ
で２つの科目について知識ベースに基づいた
教育方法の開発を試みた。一つは情報システ
ムの技術要件定義に関する知識を定義した
TRM（技術参照モデル、経済産業省が開発推進） 
を用いた要件定義の教育方法であり、もう一
つは、戦略的フレームワークの定義をもとに
したプロジェクト立案の教育方法である。受
講生は知識ベースを自由に参照できるので、
学習を自分のペースに合わせて効率的に行う
ことができるが、知識ベースの内容は専門的
となってしまう傾向があるので、受講生にわ
かりやすく表示することが重要であることな
どが明らかとなった。（第120回コンピュータ
と教育研究会、2件） 
 
(5) ITPostではそれぞれの授業で学習するIT
に関する知識の項目の管理を扱ったが、実際
に学習すべき項目としては、IT分野またはIT
分野以外でも共通に求められる、問題解決に
対する行動特性（コンピテンシ）が重要とな
る。そこで、コンピテンシに関するいくつか
の参照モデルを調査し、OECDのPISA（学習到
達度調査）で議論されているCPS（協調問題解
決）フレームワークをもとにIT職種向けのコ
ンピテンシ項目モデルを設定した。このモデ
ルに基づいて、静岡大学情報学部における情
報システムの要求定義のグループ演習科目
「Webシステム設計演習」における学生の行動
や成果物を分析し、コンピテンシのレベルや
向上の度合いを評価した。また、同様の方法

で課外活動である「静岡大学ビジネスコンテ
スト」の出場者の行動と成果物を分析し、コ
ンピテンシのレベルや向上の度合いを評価し
た。コンピテンシの発揮にはさまざまな形態
があり、一般には客観的な計測が困難である
が、グループ活動における個人の役割タイプ
に着目すると計測しやすい点があった。また
演習の前にコンピテンシの向上について意識
付けを行うことが有効であることがわかった。
（第124回コンピュータと教育研究会、2件） 
 
(6) ITスキル知識ベースを実用化するには、
対象とする人材と知識項目を大幅に拡大させ
る必要がある。そこで、知識ベースへの問い
合わせを高速化する方法について技術開発を
行った。(情報処理学会論文誌、2件) 
 
(7) 今回作成した知識ベースの内容は、すべ
て人間が手作りで編集・作成しているが、大
規模な知識ベースを実現・維持していくには、
知識抽出を抜本的に効率化する必要がある。
そこで、現実に書かれた生の資料や計測され
たデータをもとに、知識の候補を自動的に抽
出する方法について技術開発を行った。（電子
情報通信学会和文論文誌、他論文2件、著書2
件） 
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〔その他〕 
ホームページ 
① ITPost (IT Professionals Guidepost) 

http://itpost-2431.appspot.com/ 
② IT人材像WIKI 

http://www22.atwiki.jp/itjinzaizou/ 
③ プロジェクトマネジメント学習ツール 

http://gs10020-syuron.appspot.com/ 
④ モデリング演習支援システム 

http://msyushi2011.appspot.com/ 
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